
１．件名：東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所特定原子力施設

３号機原子炉格納容器内取水設備設置に関する面談 

 

２．日時：令和４年３月１４日 １４時００分～１４時３０分 

 

３．場所：原子力規制庁２階会議室（ＴＶ会議システムを利用） 

 

４．出席者 

原子力規制庁 原子力規制部 検査グループ 専門検査部門 

山元首席原子力専門検査官、宮崎上席原子力専門検査官、 

丸山主任原子力専門検査官 

東京電力ホールディングス（株） 

福島第一廃炉推進カンパニー 福島第一原子力発電所 

廃炉安全・品質室基盤整備グループ担当 他１名 

 

５．要旨 

○東京電力ホールディングス(株)から、３号機原子炉格納容器内取水設備のう

ち一部配管（鋼管）の再製作について説明を行いたい旨の申出があり、面談

を行った。 

 

○東京電力ホールディングス（株）から、資料に基づき、以下の説明を受けた。 

・３号機原子炉格納容器内取水設備の主配管のうち、一部配管（鋼管）の長さ

が設計仕様と相違していることを確認したため、再製作を行う。 

・再製作する配管についても、使用前検査を受検する。 

 

○原子力規制庁は、今回の説明を受け、今後の検査計画に反映する旨伝えた。 

 

６．その他 

資料：３号機原子炉格納容器内取水設備のうち一部鋼管の再製作について 


